
「自らを律し、夢の実現に向けて挑戦し続ける子ども」 

 

子どもにとって『楽しい学校』 

保護者にとって『安心できる学校』 

地域にとって  『誇りに思える学校』 

教職員にとって『充実感の得られる学校』 

重点３ 健康な体と体力の育成 

□体育授業の改善・充実 

□体力向上プランに基づく取組の推進 

□運動の日常化に向けた取組の推進 

【目指す学校像】        【学校教育目標】                                            【紋別中学校区の１５歳の子ども像】 

自ら学ぶ子 【知】確かな学力（向上心•探究心•自主自立)                         

やさしい子  【徳】豊かな心（生命尊重•思いやり•協調性)      

たくましい子【体】健やかな身体（健康•体力•勤労意欲）     

 

 

【令和 8 年度重点目標】 

『自ら学び、共に学ぶ子どもの育成』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■家庭との連携の促進 
・望ましい生活・学習習慣の定着を図るた

めの学習機会や情報の提供 

■地域の特色や教育力の活用 

■学校運営協議会の理解と推進 
基本方針 

「地域と学校の架け橋を目指して」 

■学級経営の充実 
・みんなが主役になれる学級づくり 

・心身ともに居場所のある学級づくり 

■組織的かつ積極的な生徒指導に 

よるいじめ・問題行動の解消 

■成長につながる特別活動 

■道徳教育の充実 

■読書意欲を高める活動  

■安全教育の推進  

■義務教育９年間を見通した確かな学力の育成 
・課題提示と振り返り ・言語活動と学習評価の充実 

・３Z（時間・字数の制限、条件の設定）の取組 

・単元デザインの共有 ・パフォーマンス課題の取組 

■情報活用能力の育成 
・ICT の効果的な利活用 ・複線型の端末活用授業 

・情報モラル教育の充実 

■特別支援教育の充実 

■探求的な学習過程を重視した総合的な学習の時間 

■教育活動全体を通したキャリア意識の形成 

 

 

■体力・運動能力の向上 
・体力テストの分析結果をもとにした 

 体育、保健授業の改善 

■食育の推進 
・食物アレルギー情報の共有 

■健康教育の推進 
・児童の心身の健康状態の日常的な観察

と把握 

・日常的な感染症予防の取組 

■学校段階間の連携・接続の推進 

■人材育成の推進 
・意図的、計画的な公開研究会や研修会 

への参加 

■教師の姿勢 
・法令遵守と服務規律の保持 

■教育環境整備 

■働き方改革 
・ICT×業務改善の推進 

 

 地域とともにある学校 
 学びを支える家庭や地域との 

連携・協働の充実 

組織の活性化と人材育成 
学びをつなぐ学校づくりの実現 

 

たくましさのある子 
心身の健やかな成長を促す教育 

の推進 

学びつづける子 
 社会の変化に対応する教育の充実 

思いやりのある子 
豊かな心と人間性を育む教育 

の充実 

自律 夢 社会性 

重点４ 家庭・地域との連携・協働 

□学校運営協議会での経営方針の共有と

協働体制の構築 

□学校評価を活用した教育活動の改善・

充実 

□基本的生活習慣及び学習習慣の確立 

重点２ 豊かな心の育成 

□「考え議論する道徳」教育の充実 

□いじめ防止に向けた日常的・組織的な

取組の推進（見逃しゼロの徹底） 

□ねらいの達成を目指した特別活動の 

推進 

□自他のよさが実感できる積極的な生徒

指導の充実   

 

重点１ 確かな学力の育成 

□子ども１人ひとりが深い学びを実現す

る授業改善の推進 

□学力向上プランに基づく取組の推進 

□子どもの声を生かした授業実践モデル

の創出 

□特別支援教育における教科指導及び自

立活動の充実   

重点５ 学校組織の活性化 

□実感を伴う働き方改革の推進 

□幼保小、小中の円滑な学びの接続 

□「未来を紡ぐ会」による、同僚性に基づ

くチーム体制の構築 

□ＩＣＴを活用した積極的な業務改善 

・自己管理（食・健康） ・あいさつ ・失敗しても乗り越える力 ・夢中 ・向上心 

・忍耐力 ・コミュニケーション力 ・発想力・想像力 ・思いやり ・素直さ 

学びに向かう力、人間性→「学ぼうとする力」 知識・技能→「学んで得た力」 思考力・判断力・表現力等→「学び進めていく力」 

「工夫して学ぼうとしているか」（意思） 「何が身に付いたか」（習得状況） 「身に付けたことを発揮しているか」（活用状況） 

「こどもまんなか」の理念に基づき、教職員が「共有・共感・共鳴・共創」しながら、学校のウェルビーイングを高めていく。 


